






















































pp. 7- 8 ］ 。このように、認識テストでは先代の所持品と他の
物を並べて候補者に選択させ、本物の生まれ変わりであるかどうかを判断する。一方で、生まれ変わりを輩出する地域の人々が独自に認識テストを行なう事例も見られる。岩田（二〇一一（によると、ダライ・ラマ七世ケルサンギャツォ（
bsK
al bzang rgya m
tsho,  1708- 1757 （
は一七二〇年に

















khyen pa,  1110- 1193 （
を一世と数えるが、実際に生
まれ変わりとして迎えられた最初 人物はカルマパ三ランチュンドルジェ（
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spyod dbang po,  1350- 1405 （
を迎えたことに始まり、教
団が積極的に生まれ変わりを探し出すようになったのはシャマルパ三世チューペルイェ ェー（















































Shi,  1204/ 1206- 1283 （
の生まれ変わりとして育てられ、後にカルマ派の総本山ツルプ寺へ迎えられた。また、カルマパ四世ロルペードジェは自ら生まれ変わりであることを主張し、教団側と前世に関する質疑応答を経 後に受け入れられた。教団が積極的に転生者を探し出すようになったのはカルマパ五世デシンシェクパ以降である。それでは ず 五 の認定過程を『カルマパ五世伝』 （
C
hos rje ‘jig rten dban po’i 
skyes rabs dge legs yongs su sm











Rin chen dpal （
が幼児のもと 使者を派遣して確認を行った。使者が幼児と面会した時 、幼児は喜んだ表情で金剛の舞を踊り、








rTogs ldan rin po che chos kyi rje chos kyi dpal ye 
shes kyi rnam
 par thar pa ngo m
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dPon grags pa （
と
チューサンワ（
Chos bzang ba （の二人は使者を派遣して確
認を行った。両者 転生者が現れ かどうかを疑っていたが、人々の見 兆候と幼児の様子に関する報告書 て疑いを断ったという。しかし、父母は 供を僧侶らへ引き渡すこと 拒否したため、親子ともに強制的 タクツェ寺へ迎えたという［
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,  vol. 1,  pp. 501- 508 ］ 。また、 『カルマパ五世伝』に







,  p. 405 ］ 。これらのことから、ナム





が多く語られている。拠り処（所依（とは 仏教 帰依する上で拠り処となる仏像・仏典・仏塔（三所依（などの聖なる対象物を指す。したがって、傍線部⑷の拠り処とは仏像や仏画、仏典などであっ と考えられる。それで なぜこれらの拠り処を認識した事跡が多く語 ているのだろうか。これらの事跡は幼児のもとでナムカゲルツェン 奉
仕を始めた時期にすでに見られ、幼児が拠り処を認識するたびに信仰者を増やしていったことが分かる。つまり、ナムカゲルツェンは地域の人々や教団に幼児が転生者であることを認めさせるために、このような事跡を喧伝したと考えられる。それでは、後の 代の認識テストのように複数の対象物から正しいものを選択させる形式だった だろうか。まず、傍線部⑴では幼児が自ら塑像を選び取 後にナムカゲルツェンから質問を受けていることから、選択は行われていない。そして、傍線部⑵と傍線部⑷では複数の対象物から選び出したかどうかは分からない。また、⑶では人物を認識していた 最後の傍線部⑸では贈り物を「送った（
btang ba （」と記されており、選択を求める形で












 pa’i chos kyi 
‘khor lo bsgyur ba rnam





















,  pp. 528- 529 ］ 。
以上のことから、カルマパ七世の認定は、大幕営の国公






grags ye shes,  1453- 1542 （
の認定過程を、 『シャマルパ四世
自伝』 （
rTogs pa brjod paʼi tshigs su bcad pa ut+

































ようになっていたと考えられる。その後、タラ寺の座主との遣り取りでは、幼児は「それぞれの拠り処」の「相違を見分けた」とされており、同時に複数の対象物を見て相違を比べる状況であったと考えられる。このことから認識テストが行われていたことが分かる。そして、これは一四五四年一月に カルマパ七世の認識テストに先行しており、認識テストが行われたことを示す最初の記録といえる。また 幼児 カンマル寺において文字の読み書きを学び始める以前に、文献に記されたゲルワ・カルマパの伝記の概要などを説明したという事跡はゲ ワ・カルマパの転生者であること 証 するものとし 人々の間で語られていたと考えられ
一方、大幕営はテショーの幼児をシャマルパの転生者と





















,  pp. 533- 536 ］ 。そして、国公ペ
ルジョ ドンドゥプがテショー 訪れて子供と面会し、両者の対話の末に子供はシャマルパの地位を受け入れた［Z4RN






















ペードルジェ（カルマパ四世（に対して菩薩について解説したものの中に、 『菩薩の御心によって祝福されたカチューワ ポ（シャマルパ二世（から始ま 四代に渡って紅帽を頭に戴くだろう。 』と っ ゃったことに依拠すると、正しい、正しくないと言って議論する者たちは錯乱している。太陽 曼荼羅がそれぞれの水の器に映っているのに対し、固 縛りつけようとして（それぞれは異なるも であると決めつけて（相違を語っても、 〔本来 〕同じ〔太陽の〕の現れなである。 〔国公ペルジョルドンドゥプは〕テショーに至った時にこのように思ったのであ 。輪廻 大海から離れなさい 」とおっしゃった。 ［
Z4RN




ルワ・カルマパの転生者として拠り処を認識したにも拘らず、後に大幕営からシャマルパの転生者として認定されたことは矛盾すると述べている。この矛盾は大幕営がテショーの子供に認識テストを行うことなくシャマルパとして認定したことによって生じたものであり、大幕営がテストを蔑ろにする姿勢を批判する意図が ったと考えられる。そして、国公ペ ジョルドンドゥプの回答の冒頭では「汝ら」という二人称複数の代名詞が使われてお テショーの子供だけでなく、周囲の人々も含めて語りかけていたことが分かる。続 て「相違や外見 執着する」とは、直前にテショーの子供が提起した拠り処 認識行為を指すと考えられ そし 、 「散乱（
rnam




る。したがって、テショーの人々が重 す 拠り処 相違を認識する行為は心の外にある対象を認識することに他ならず、それは心に動揺を齎すものである 解釈でき また、 「正しい、正しくないと言って議論する者たち」とは
認識テストを行う人々を指すと考えられ、このことからもテショーの人々について批判していることが分かる。このように国公ペルジョルドンドゥプは一貫して認識テストに拘るテショーの人々を批判していたといえる。
以上のことから、複数の対象物の中から先代に関係のあ





bskyod rdo rje,  1507- 1554 （の認定過程を『カルマパ八世の
七歳までの伝記（
rG
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ムに生まれた。その直後に地域の人々の間でゲルワ・カルマパの転 者が まれたという噂が広まり、多くの人が集まって来たという。そし 、生後一五日目にカルマ寺座主が訪れて父母の名前 確認 た。 三ヶ月にはリウォチェ法主とロロン地方官に迎請されてリウォチェを訪れた。そして、生後七ヶ月にカルマパ七世の数珠と他の数珠を並べて認識テストが行われ、後に各地から歴代ゲルワ・カルマパの頭髪、数珠、文書などが集めら てすべての相違を認識し という。その 、生後九ヶ月にロロンへられ、地方官の家族が奉仕するよう なった ある日 ロロン地方官が幼児 前に二つの黒帽を並べ、 「貴方が一切智者チューダクギャツォ（カルマパ七世（
であるならば、
ご自分の帽子がどちらであるかを認識し ください。 」と求めると、カルマパ六世の帽子を選び取ったとい 。その後、四歳まで 間にカム地方各地の人々によ 同様 認識テストが繰り返し行わ た。同伝記に記された認識テストの記録は合わせて一四件に上る
その後、一五一〇年にリウォチェ地方官、ロロン地方














Tb,  pp. 171- 172 ］ 。
以上の過程から、カルマパ八世は生後七ヶ月から四歳ま
での間にカム地方の人々の前で認識テストを繰り返していたことが分かる。これらの事例はいずれも二つ以上の物を並べて先代に関係のあるも を選ばせるというものであり、認識テストの形式が定まっていたことを確認できる。そして カルマパ八世側 要求によって大幕営側も認識テストを行った。しかし、認識テストの後もゲルツァプ二世をはじめとする大幕営の人々は信仰を変えることはなく、むしろ自分たちの擁立した候補者への信仰を増していた。このことから、大幕営側も認識テストを自分たちの転生者の正当性を主張する手段として利用 たと考えられる。
おわりに
本稿では、カルマ派において認識テストが生まれた過程
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Tb ： 『カルマパ八世の三三歳までの伝記』 、
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転世制度」 、日本語では「化身制度」 、 「転生ラマ制度」などの名称が用いられている。ダライ・ラマ一四世が二〇一一
	
年九月に発表した生まれ変わりに関する談話では「生まれ変わりを認定する制度」 （
























dge ‘dun grub pa,  1391- 1474 （
の死後に
生まれ変わりとして信仰を集めたダライ・ラマ二世ゲンドゥンギャツォ（
dge ‘dun rgya m














































nyes ha go bar byed pa （」と定義されている。また、同辞典は
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とから、一四五三年六月にテショーの人々が次の転生者の噂をしていたというのは時間的な矛盾があるように思われる。しか 、 『シャマルパ三世伝』にはカルマパ六世が一四四九年頃に重篤な病に罹ったこと、 『青冊』には一四五二年に病状が悪化 瞑想修行に入ったことが記録されており、 五二 六月頃に次の転生の情報が人々の間で噂されていたとしても不思議ではない［
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p. 612 ］ 。
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	 『シャマルパ四世自伝』 の注記によると、ニンマ派のテルトン （埋蔵経典発見者（
の一人として知られるサンゲーリン
パ（




,  p. 934 （。サンゲーリンパはカルマパ四世と同時代
人物であり、コ ポ地方の聖山ツァリにおいて両者が接触した記録が る。
（
（（
	
カルマ寺座主の司徒タシナムゲルは、
D
ouglous &
 W
hite
（一九七六（
ではシトゥの系譜の三世とされているが、 『月
の水晶の輪』によると、タシナムゲルまではカルマパ二世の血統であり、タシナムゲルの死後に転生者が迎えられてシトゥの転生が始まったことが分かる。
